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衆
議
院
議
員
枝
野
幸
男
君
提
出
国
政
調
査
権
の
憲
法
解
釈
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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一
及
び
二
に
つ
い
て 

内
閣
法
制
局
が
承
知
し
て
い
る
憲
法
関
係
の
文
献
中
に
記
載
さ
れ
た
見
解
の
う
ち
、
本
件
の
判
断
材
料
と
な
る
べ
き
も
の

に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

(1) 

国
政
調
査
権
の
行
使
の
手
段
に
つ
い
て
、
強
制
手
段
と
し
て
は
、
憲
法
第
六
十
二
条
が
列
挙
す
る
「
証
人
の
出
頭
及

び
証
言
並
び
に
記
録
の
提
出
」
に
限
ら
れ
る
と
解
す
る
と
み
ら
れ
る
見
解
を
記
載
し
た
文
献
に
は
、
次
の
も
の
が
あ 

 

る
。 

衆
議
院
議
員
枝
野
幸
男
君
提
出
国
政
調
査
権
の
憲
法
解
釈
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

小
林 

直
樹 

「
憲
法
講
義 

下
」
（
新
版
） 

伊
藤 

正
己 

「
憲
法
入
門
」
（
新
版
）
、
「
憲
法
」
第
三
版 

清
宮 

四
郎 

「
憲
法
Ｉ
」
（
第
三
版
） 

上
田 

正
一 

「
憲
法
大
系
」 

榎
原 

 

猛 

「
憲
法 

体
系
と
争
点
」 

佐
藤 

 

功 

「
憲
法
」
（
下
）
（
新
版
） 
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(2) 

ま
た
、
国
政
調
査
権
の
行
使
の
手
段
と
し
て
、
住
居
へ
の
強
制
的
な
立
入
り
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
と
解
す
る
と
み

ら
れ
る
見
解
を
記
載
し
た
文
献
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。 

原
田 

清
司 

「
憲
法
」
（
共
著
） 

宮
澤 

俊
義 

「
全
訂
日
本
国
憲
法
」
芦
部
信
喜
補
訂 

田
辺 

勝
二 

「
憲
法
大
要
」 

野
中 

俊
彦 
「
憲
法
の
解
釈
」
Ⅲ
統
治
（
共
著
） 

長
谷
部
恭
男 

「
憲
法
（
1
）
」
統
治
機
構
（
共
著
） 

長
尾 
一
紘 

「
日
本
国
憲
法
」
（
新
版
） 

樋
口 

陽
一 

「
注
釈
日
本
国
憲
法 
下
巻
」
（
共
著
） 

橋
本 

公
亘 

「
日
本
国
憲
法
」
（
改
訂
版
） 

緒
方 

真
澄 

「
憲
法
要
義
」
（
共
著
） 

高
野 

真
澄 

「
現
代
日
本
の
憲
法
問
題
」 

佐
藤 

立
夫 

「
新
版 

憲
法
原
論
」
（
第
二
版
） 

四 

 



 

(3) 

一
方
、
「
も
ち
ろ
ん
、
現
在
は
法
律
の
規
定
が
な
い
の
で
、
法
律
の
規
定
を
待
っ
て
の
上
で
の
こ
と
で
あ
る
」
と
し

な
が
ら
も
、
「
憲
法
第
六
二
条
は
、
厳
格
な
制
限
列
挙
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
ら
、
行
政
権
が
情
報
収
集
の
た 

 

め
に
認
め
ら
れ
る
程
度
の
強
制
手
段
、
例
え
ば
立
入
調
査
の
よ
う
な
も
の
は
、
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ

る
」
と
す
る
も
の
（
浅
野
一
郎
「
議
会
の
調
査
権
」
）
、
衆
議
院
不
当
財
産
取
引
調
査
委
員
会
よ
り
家
宅
捜
索
、
書
類 

 
 

押
収
の
権
限
を
立
法
化
す
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
、
「
國
政
調
査
權
に
つ
き
押
収
、
捜
索
の
よ
う
な
強 

力
な
調
査
方
法
を
立
法
化
す
る
こ
と
は
政
策
的
に
適
切
で
な
い
。
か
り
に
立
法
化
す
る
と
す
れ
ば
、
少
く
と
も
憲
法
第

三
五
條
の
趣
旨
を
極
力
尊
重
す
る
よ
う
に
、
嚴
重
な
要
件
を
附
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
も
の
（
齋
藤
秀
夫
「
國
會 

杉
原 

泰
雄 

「
全
訂
憲
法
の
論
点
」
（
共
著
） 

田
口 
精
一 

「
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル 

新
版
憲
法
」
及
び
「
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル 

憲
法
」
（
第
三 

 
 

版
）
所
収
論
文 

奥 
 

貴
雄 

「
憲
法
論
」 

清
水 

 

睦 

「
憲
法
」
、
「
新
版
憲
法
演
習
3
」
統
治
機
構
Ⅱ
（
改
訂
版
）
所
収
論
文 

藤
馬
龍
太
郎 

「
新
版
憲
法
（
4
）
」
（
統
治
機
構
）
（
共
著
）
、
「
憲
法
の
基
本
問
題
」
所
収
論
文 五 

 



 

 

六 

と
司
法
權
の
獨
立
」
）
、
「
権
力
分
立
に
反
す
る
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
証
言
と
書
類
提
出
の
要
求
以
上
に
、
現
時 

 
 

点
で
立
ち
入
り
検
査
権
ま
で
付
与
す
る
の
が
妥
当
か
ど
う
か
は
、
疑
問
に
思
う
」
と
す
る
も
の
（
芦
部
信
喜
「
憲
法
叢

説
3
憲
政
評
論
」
）
も
見
受
け
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
学
説
の
状
況
か
ら
、
(3)
の
よ
う
な
見
解
は
あ
る
も
の
の
、
国
政
調
査
権
の
行
使
の
手
段
と
し
て
は
立
入
調

査
権
は
憲
法
上
認
め
て
い
な
い
と
い
う
の
が
学
説
の
通
説
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

個
々
の
学
説
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
つ
ま
び
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
学
説
の
中
に
は
、
補
助
的
手

段
と
し
て
の
国
政
調
査
の
趣
旨
に
触
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。 


